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令和７年９月定例教育委員会会議録 

 

１ 日  時  令和７年９月２５日（木） 午後３時～午後４時１０分 

 

２ 場  所  氷見市役所 教育委員会室 

 

３ 出 席 者  有島洋之教育長、湖東政俊職務代理者、關野洋香委員、圓山留美委員、佐原孝信委員 

 

４ 職務のため出席した事務局員 

萩原教育次長、西参事、尾山学校教育課長、小谷文化振興課長（兼博物館長、図書館長）、 

長谷川スポーツ振興課長、森谷教育総合センター所長、坂下学校給食センター所長、 

薮下学校教育課長補佐、砂山文化振興課長補佐、田邊スポーツ振興課長補佐 

 

５ 協議事項 

【付議案件】 

（１） 報告第 1 号 令和７年度氷見市児童生徒科学作品展覧会について （教育総合センター） 

（２） 報告第 2 号 令和７年度「ひみっ子の夢と希望」きらめき推進事業 （教育総合センター） 

【小学校】 音楽会の開催について  【中学校】 講演会の開催について 

（３）  報告第 3 号 講演会「箕(み)を語る－日本列島の『箕』の文化」の開催について （博物館） 

（４） 報告第 4 号 特別展「ひみのたからもの」の開催について （博物館） 

６ 会議内容 

（１） 教育長の挨拶 

（２） 教育長の報告 

令和７年８月２９日（金）から９月２５日（木）までの教育委員会所管事項を、有島教育長

が報告した。９月市議会定例会の質問について尾山学校教育課長が説明した。 

 

[質疑応答] 

・学校給食の無償化について 

委 員 

 

 

  

 

 

事 務 局 

 

 

事 務 局 

学校給食の無償化についてであるが、給食センターや自校調理の学校ごとに単価が

違うと思うが、無償化になるとメニューを給食センターや学校に任せて国が必要経費を

負担してくれることになるのか。国からメニューの指針などがあって、今までのように自由

に決めることができなくなるのか。無償化、無償化と言われているが、今現在分かってい

ることはあるのか。 

 

詳しい動きは確定していない。来年度に向けて、小学校の無償化が始まることがアナウ

ンスされているが、実際にどのようになるかは、まだ検討の途中のようである。 

 

富山県の給食費は全国平均より高い。低いところと比べると、月額として 1,000 円程度
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事 務 局 

 

 

事 務 局 

 

 

事 務 局 

 

 

事 務 局 

 

 

高いので、どこに無償化の基準を置くかは、国において今後の検討になると思う。 

 

現時点では推測であって、今後どのように決まるかは分からないので、国の動向を注視

してしっかりと進めたい。来年度のいつから始まるかも不明である。 

 

国の来年度の概算要求には無償化は明記されていないので、今後どうなるかを見てい

きたい。 

 

自民・公明・維新の三党での合意はなされているが、今後の政治状況の展開によるも

のと思われる。 

 

それらを含めてどうなるかが分からないので、まずは半額助成を継続していきたいという

ことを議会で答弁させていただいた。 

 

 

（３）協議内容 

報告第１号、報告第２号は森谷教育総合センター所長が、報告第３号、報告第４号は小

谷博物館長が説明し、それぞれ可決された。 

 

[質疑応答] 

・科学作品展について 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

委 員 

 

事 務 局 

 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

委 員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

県の作品展において、比美乃江小学校の児童の金賞受賞がよく見られるが、啓発活

動を行うなど、学校を挙げて取り組んでいるのか。 

 

中学校は科学作品の出品が宿題となっている。小学校は宿題の中から選択し出品し

ている。小学校の場合は保護者の協力もあると感じている。保護者と会話をしたり相

談したりしながら取り組んでいることが大きいのではないかと思っている。 

 

比美乃江小学校では保護者との会話や連携が盛んなのか。 

 

今年は、比美乃江小学校の児童と窪小学校の児童が協力して出品した作品があっ

た。親類なのかは不明だが、保護者が連携するということも出品の要因の一つである

と感じている。 

 

最近の保護者はラインなどで繋がって交流が盛んなようだ。とても良いことだと思うし、

学校の垣根を越えて出品するのも良い。 

 

比美乃江小学校の５年生については、継続研究を行っている。 

 

県に出品して受賞しているので、他の保護者も頑張ろうと思われるもとの思う。 

今回は、あまり被った題材のものが無く、どれもよく考えられた作品になっていた。中

学校も年によっては重なるものが沢山あるが、今年はバラエティに富んでいた。 

 

前回の定例教育委員会議で、今年の傾向についてのご質問をいただいたが、地震

に関係するものが２点中学校であった。「液状化の研究」と「町家を強くするにはどうす

ればいいか」というものであったが、昨年の方が地震に関するものが多かった。市長も
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見に来られて、いずれも良い視点で捉えているとおしゃっていた。 

 

 

・「ひみっ子の夢と希望」きらめき推進事業について 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

委 員 

 

事 務 局 

 

事 務 局 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

「ひみっ子の夢と希望」きらめき推進事業について、中学校はオペラ歌手の澤武紀行

氏が講師となっているが、講演も行うのか。 

 

講演が中心となる予定である。 

 

歌手なので歌が中心なのかと思った。 

 

歌ではなく講演である。現在演題を検討しているところである。 

 

澤武氏は、歌おうかなとも言っておられた。 

 

小学校は音楽会という形なので、中学校は澤武氏が講師ということで、講演に加えて歌

うのかなと考えた。 

 

小学校では第九の指導も入っていただいているので、その流れで中学校でもレッスン

をということはあるかもしれない。 

 

それは良いことだと思う。澤武氏からであれば、話の内容も子供たちにインプットされや

すいのではないか。 

 

小学校の音楽会には、氷見市出身のソプラノ歌手の谷口琴音さんが出演されると聞い

ている。 

（４）  １０月の行事予定を各所属長等が説明した。 

（５） １１月の定例教育委員会議の開催を１１月２８日（金）午後３時に決定した。 

（６） 關野委員の任期満了の報告を有島教育長が行った。 

（７） 關野委員の挨拶 

（８） 新たな教育委員の任命について萩原教育次長が報告した。 

（９） 閉  会  午後４時１０分 

教育長 

 

教育長職務代理者 

 

教育委員 

 

教育委員 

 

教育委員 


